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概要 

通称は『デススマ』又は『デスマ』。横STG。スクロールは基本横だが、一部ステージでは下にスクロールする。
ライフ制だが同社の『ぐわんげ』同様1ゲージ分ライフを失うと無敵時間付与＋ボム補填があるので、実質その

場復活残機制。 

4種類の自機を選択でき、それぞれショットの性能が違う。更に、全種攻撃補佐用の子機を標準装備しており、子機
の性能も自機によって異なる。 

ストーリー 

少々気弱で泣き虫なところを除ければ極平凡な少女「ウインディア」。両親の愛情に恵まれ普通の毎日を送って

いた。

しかし彼女は突如神隠しに遭い異世界に送り込まれ、同時に魔法が使えるようになっていた。

同じ境遇のキャスパー・フォレット・ローザといった仲間たちや、彼女らの保護者に当たる心優しい老紳士

・ディオールと共に新たな生活を送っていた。

しかし両親と離れ離れにあったことと、他と違い魔法が上手く使えないことにやるせない毎日を送ってい

た。

異世界に入ってから半年後、未曾有の事件が発生。魔界から大量の異形のモンスターが現れ、人々を襲うのであっ

た。

咄嗟の魔法で人々に感謝されたウインディアは世界を救うと共に、

異世界での自分を受け入れ異世界で生きることを決心した。

…果たして少女の決意は『奇跡』を起こすのだろうか？

特徴 

自機は全員女の子キャラクターで、最年少11歳最年長17歳。 

シューティングゲーム自機に女の子キャラクターを持ってくるのはそれほど珍しい事ではなかったが、選択

制で全員女の子と言うのは商業作品では割合珍しい。 

一応、ケイブはこの作品の以前にも『ピンクスゥイーツ ～鋳薔薇それから～』『むちむちポーク！』



といった自機が全員女性の作品を出しているが、そちらのメインプログラマーは矢川忍であり普段の

ケイブ作品と作風が大きく異なる。 

本作独特のシステムとして敵を倒した時に出てくるアイテムを回収する事で画面下部にあるカウンタが上昇、こ

れを消費して特殊攻撃を行なったりパワーアップする事ができる。 

特殊攻撃は通常攻撃よりも威力が高く、ロックオンするので殲滅力が格段に上昇する。 

パワーアップはカウンタが最大値まで貯まったら任意に発動できるが、特殊攻撃と同じキー入力が必要なの

で特殊攻撃が使用できず、一定時間後元に戻ってしまう。 

長所 

難易度選択システム。同年代のシューティングのほぼ全てが弾幕系縦STGであったため初心者にはとっつき難
かったが、本作のこのシステムにより気軽にプレイできるようになった。 

当り判定基準を表示。ある程度STGになれた人ならば数回こなせば「このあたりが判定か」と解るが、本作
は解りやすく自機中央にオレンジ色のハートマークがある。 

ライフを失うとボムが最大まで装填されるのも難易度低下に拍車をかけている。ボム数3に初期ライフ3で9
回ボムが撃てるのは耐久性に長けている。 

更に高難易度（レベル3）を選びつづける事で敵が撃ち返しをするようになるので、コアユーザーにも対
応。 

キャラクター性能はそれぞれ一長一短なので全く違う操作が要求される。 

直前にオトメディウスがあったものの、アーケードでは久しぶりの横STGで、かつ導入数も多かったのでプレイ
しやすかった。 

BGMやキャラクターの人気も本作を地味に支えている。 

短所 

難易度選択において低レベル進行を維持できない。 

レベル1およびレベル2はそれぞれ選択回数に制限があり、いずれ必ずレベル3を選ばなければならなくな
る。 

XBOX360版ではレベルの選択回数制限が廃止。例えば全てのステージをレベル1だけで通過できる。 

ライフ回復アイテムの出現条件が厳しい。 

基本的にレベル2かレベル3を選択することで出現。つまり下手な人ほどライフ回復の機会が与えられない。 

キャラクターが全員少女なのでヲタク向けという印象が拭えない。かつ、それ周りでの問題点もある。 

あるキャラのエンディングで始まる4人全員の入浴シーン。CEROがガツンと上がるような一枚絵がゲーセ
ンという公衆の面前で展開される。 

続編 

稼働からしばらく後、バージョンアップ版の『デススマイルズ メガブラックレーベル』が登場。
沼ステージのボス「サキュラ」使用可・新ステージ追加・レベル999追加・キャラクター全員の性能大幅アップ

・非常に出現条件が厳しいが真ボス追加(エンディングは一切変化しない)と、様々な追加要素が施されている。

サキュラは攻守ともに恵まれた性能および旧キャラより圧倒的にシリアスなエンディングが与えられてお

り、このメガブラックレーベルにおける主役はサキュラであると言えよう。 

本作の続編に『デススマイルズII 魔界のメリークリスマス』がある。 

最大の長所であったレベル選択制が廃止され、グラフィックは2Dから3Dに移行。キャラクターデザインも
大幅に変更、自機は半数が新キャラに入れ替えられた。さらに数ステージで強制的に終了してエンディング

まで到達できないという状態でリリースされたことから、稼動当初よりユーザーの批判的な意見が目立っ

た。 

XBOX360版ではレベル選択制の復活、自機追加・新ステージ追加・真ボス追加などにより、アーケード版に
比べるとボリュームもあって遊びやすい。 
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